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1. 開発背景 
 

2. クラウド版オンライン演題登録システムとは 
 

3. 操作方法 
① 登録画面の雛形作成（新規利用時のみ） 

② 項目編集 

③ 説明文の編集 

④ 登録画面確認 

⑤ テスト⇒本番 

 

4. 今後の予定 

Contents 
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1-1. オンライン演題登録システムの概要 

 

演題作成者 

  

  

①
登
録
画
面
作
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②
演
題
登
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③
抄
録
集
作
成 

学術集会担当者 UMINセンター 

 

各学術集会が、抄録集を作成するための
データ収集をオンラインで行うシステム 
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1-2. 登録画面完成までのフローと問題点 

学術集会 

登録画面 

画面作成 

仕様検討 UMINセンター 

約600件/年 

現在のフロー 

問題点 
登録画面完成までに時間がかかる 
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1-3. 登録画面完成までのフローの改善案 

学術集会 

登録画面 

画面作成 

仕様検討 

学術集会が登録画面を作成することで、利用開始までの時間を短縮 

UMINセンター 

約600件/年 

クラウド版オンライン演題登録システムの開発へ 

新しいフロー 
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1. 開発背景 
 

2. クラウド版オンライン演題登録システムとは 
 

3. 操作方法 
① 登録画面の雛形作成（新規利用時のみ） 

② 項目編集 

③ 説明文の編集 

④ 登録画面確認 

⑤ テスト⇒本番 

 

4. 今後の予定 

Contents 
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2-1. クラウド版オンライン演題登録システム概要 

学術集会担当者が、Webブラウザから登録画面を
作成、編集できるシステム 

 

現在の登録画面がもつ、ほとんど全ての機能を継承 
 

登録演題数に関わらず利用可能 
クラウド版では、従来の300演題以上という利用制約なし 

 

現行システムと並行稼動 
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2-2. 機能詳細 

項目（著者、所属機関、演題名、抄録等）の追加／削除 
 
入力必須項目の設定 

 
最大／最低入力文字数の指定 

 
入力文字種（ひらがな、数字、アルファベット等）の指定 

 
入力タイプ（ラジオボタン、テキストボックス等）の指定 

 
表示順序の変更 

登録画面について、以下の設定が可能 
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学術集会担当者が利用申請書（準備中）をFAXに
て提出 

2-3. クラウド版の利用開始までの手続き 

※ 利用申請書のURLはUMINホームページでお知らせ予定 

UMINが各学術集会担当者用のUMIN IDを発行 
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2-4. 本番開始までの所要期間の比較 

             

    

テスト 

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 

現行システム 

申込 

             

□□□□□□
□ 

              

クラウド版 
システム 

  

  テスト 

本番
開始 

※ 作業期間は、学会により異なる 

本番
開始 

UMIN ID発行 
・画面作成 

UMIN ID発行 
・画面作成 
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1. 開発背景 
 

2. クラウド版オンライン演題登録システムとは 
 

3. 操作方法 
① 登録画面の雛形作成（新規利用時のみ） 

② 項目編集 
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Contents 
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3-1. ログイン 

２．学術集会担当者用UMIN IDでログイン 

https://endai.umin.ac.jp/cgi-bin/endai_auto/index.cgi 

１．下記ＵＲＬにアクセス 
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3-2. 登録画面作成までの流れ 

① 登録画面の雛形作成（新規利用時のみ） 
• 必要な項目を選択後、必須入力項目および 
入力文字数を指定し、雛形を作成 

 

② 項目編集 
• 文字種、入力タイプ、表示順序を指定 
 

③ 説明文の編集 
• 演題や各項目に対する説明文を入力 
 

④ 登録画面確認 
• 動作確認を実施 
 

⑤ テスト⇒本番 
• 本番運用を開始 
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3-3. ①登録画面の雛形作成（1/4） 

5 
20 
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3-4. ①登録画面の雛形作成（2/4） 

5 
20 

ふりがな 
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3-5. ①登録画面の雛形作成（3/4） 

図表を挿入する
ことによる、抄録
本文の文字数の
削減率 

20 

20 

400 

ワード 30 

900 
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3-6. ①登録画面の雛形作成（4/4） 

発表形式の
項目名 

講演形態の
項目名 

発表カテゴリ
の項目名 

発表形式 

講演形態 

発表分野 
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1. 開発背景 
 

2. クラウド版オンライン演題登録システムとは 
 

3. 操作方法 
① 登録画面の雛形作成（新規利用時のみ） 

② 項目編集 

③ 説明文の編集 

④ 登録画面確認 

⑤ テスト⇒本番 

 

4. 今後の予定 

Contents 
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3-7. ②項目編集（1/3） 

例1-1. 発表形式の入力形式の編集 

発表形式 
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3-8. ②項目編集（2/3） 

選択項目を入力 

例1-2. 発表形式の選択項目の編集 

入力画面 

画面表示例 

発表形式 

口頭発表 
ポスター 
デモ 
ビデオ上映 

口頭発表 ポスター ビデオ上映         デモ    
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3-9. ②項目編集（3/3） 

表示順序の設定 
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1. 開発背景 
 

2. クラウド版オンライン演題登録システムとは 
 

3. 操作方法 
① 登録画面の雛形作成（新規利用時のみ） 

② 項目編集 

③ 説明文の編集 

④ 登録画面確認 

⑤ テスト ⇒ 本番 
 

4. 今後の予定 

Contents 
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3-10. ③説明文の編集 

入力画面 

画面表示例 

演題や各項目に対する説明文の設定 

海外所属の方は000-0000を入力して下さい 

海外所属の方は「その他」を選択して下さい 

海外所属の方は000-0000を入力して下さい 

海外所属の方は「その他」を選択して下さい 
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1. 開発背景 
 

2. クラウド版オンライン演題登録システムとは 
 

3. 操作方法 
① 登録画面の雛形作成（新規利用時のみ） 

② 項目編集 

③ 説明文の編集 

④ 登録画面確認 

⑤ テスト⇒本番 

 

4. 今後の予定 

Contents 
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3-11. ④登録画面確認 

動作確認を実施 

画面表示例（一部抜粋） 
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1. 開発背景 
 

2. クラウド版オンライン演題登録システムとは 
 

3. 操作方法 
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⑤ テスト⇒本番 

 

4. 今後の予定 

Contents 
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3-12. ⑤テスト⇒本番 

登録画面（一部抜粋） 

動作に問題なければ、本番運用を開始する 
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4. 今後の予定 

 

１２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

α版稼動 
（内部テスト） 

説明会 修正作業 β版稼動 
(外部テスト) 

１２月１１日（金） ～１２月 １月～ 

学術集会利用可能 



  30 

ELbis EndaiCloud 
- クラウド版オンライン演題登録システム - 

  

         END 


